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内容

●弘前大学における地震防災研究の概要

●青森県内の揺れ易さ
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弘前大学における地震防災研究

●弘前周辺は，次のような条件であることか

ら，地震被害に見舞われた経験が少ない．

–地震発生位置

–地震波伝播特性
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過去の地震の震央など

青森県の地震活動の特徴https://www.jishin.go.jp/regional_seismicity/rs_tohoku/p02_aomori



5

地球の内部構造で決まる震度分布

2011年東北地方太平洋沖地震の震度分布
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震度分布

日本海側に高い震度が少ない

気象庁震度データベース検索画面より
(https://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/Event.php?ID=175954)

東日本大震災に

関する東北支部

学術合同調査委

員会：平成23年
（2011年）東北

地方太平洋沖地

震災害調査報告

書～地震・地震

動および社会基

盤施設の被害～
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地震の発生と伝播経路

火山噴火の仕組み
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/whitep/2-4.html
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弘前大学における地震防災研究

 弘前周辺は，次のような環境であること

から，地震被害に見舞われた経験が少な

い．

–地震発生位置

–地震波伝播特性

 地震活動は今後も同様と考えられる．

–強い揺れに見舞われる可能性は低いことから，落ち

着いた研究ができる!?

–被災地のバックアップをするような研究ができる!?
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弘前大学における地震防災研究

理工学部

農学生命科学部

人文社会科学部

教育学部
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1983年日本海中部地震の際に
弘前大学が作成した報告書
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東日本大震災の時の活動
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弘前大学における地震防災研究

 学際的な研究

 多くの分野をカバー

 5学部7研究科

 身近な関係
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青森県周辺の各地の揺れ易さ

青森県内の強震観測点（強い揺れが観測できる地

震計の設置地点）のデータを用い，どの地点が揺

れやすいのかを示し，さらにその理由について考

察する．
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強震観測点

 気象庁：

 青森県が設置した震度計：

 防災科学技術研究所の強震観測網（K-NET）：

 防災科学技術研究所の基盤強震観測網（KiK-

net）：

震度発表
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相対的な揺れ易さ

片岡・山本(2002)，片岡・山本（2007）

● 基準の点よりも震度が

どの程度大きくなるか

を円の大きさで表した

もの．

● 全国に先駆けて呈示．

● 青森県周辺の123点

● 岩盤に近い佐井の観測点では増幅は

見られない．

● 白神山地に近い地点でも増幅は小さ

い．

● 揺れやすい地点が見られるのは県南

地域，野辺地，津軽平野の中心部
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地盤増幅特性と地盤調査

●地盤地点毎に揺れ方が異なることを地盤特

性，あるいは地盤増幅と呼ぶ．

●地盤増幅特性を知るためには，地盤調査

（速度構造の把握）が必要である．

●波動の伝播から速度構造の把握を行う．

–能動的／受動的

–実体波／表面波
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速度構造の調査
（受動的／表面波）

東奥日報

2009年8月8日
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計測結果の整理例
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2011年東北地方太平洋沖地震の際の
弘前市周辺の震度分布

観測点

●気象庁

●青森県

●建築研究所

●弘前大学
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弘前市周辺の観測点における
表層地盤の速度と震度との関係

平均S波速度

（地盤の硬さ）
速い

（硬い）

遅い

（柔らかい）

地盤の速度構造を

「平均的なS波速

度」で評価．

この「平均的なS波
速度」は実測値．

どのような地震でも

同様な傾向であれ

ば，将来予測に有益
!
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過去の地震の際の比較

EQ.4を除けば，勾配はほぼ同じ→将来の地震でも同じであろ

う

地震観測地点でなくとも，平均S波速度を計測すれば増幅度が

分かる→この結果を将来の地震動予測に利用する予定
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まとめ

 弘前大学では様々な分野で地震防災研究を行っ

ている．

 協力体制も整っている．

 地震観測記録を基に，青森県周辺の揺れ易さの

検討結果を報告した．

 揺れ易さ（地盤増幅特性）を知るためには，地

下構造（速度構造）を知る必要があり，微小振

動を用いた調査を行っている．

 調査結果と震度の大小関係には良い対応が見られ

る．


